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岩手県赤金鉱山鮒近の磁硫鉄鉱鉱石について
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　　　Many6re　deposits　of　pyrometasom象tic　or量gin　are　known・h　the　Paleozoic　sediments

near　the　contact　with　grano4iorite　porphyτy，and　most　of　them　are　composed　predominantly

of　pyrrhotit6．Some　of　them　have　been　worked　for、copper、in臼richer　portion　of　chalcop頭te，』

and　otheτs　for　ir6n　in　richer　of　primary　magnetite　or　secon（iary　limonite．Every　ore　body

is，in　ge血era1，irregular　or　le取ticular』in　shape　l　not　large　in　size，and　such　small　ore　bo（1ies

are　often　cfowded　in　a　certain　part　of　the　skarn70ne．

　　　O叢es　are　constituted　mainly　of　pyrrhotite，magnetite，chalcopyrite，and　pyrite

together　w至th　subordinate　arsenopyrite　and　cubanrite，and　some　sphalerit6a血d　tetra尊e（irite

in　slight　amount．Among　the　gangue　minerals，gamet，clinopyroxene，actinolitic　amphibole．

an（i　epi（iote　F　are，commし）n　with　small　amount　of　apatite，titanite，feldspar，quartz，calcite，

and　chlorite　in　cqmpanion

　　　Pyrrhoti亡e　1s　read11y　subjec亡ed　to　weat毎ering5near　the　＄urface　玩　i3　thoroughly

oxidized　Lto、11monite，and　at　the　depth　numerous　secon4ary　pyrite　and　marcasite　a笹a　forme（1・

extensively圭npyrrhotite．

　　　These　secondary　iron　sulphides　form；（1）minute　sopots　in　scattering，（2）minute

inteflacing　of　irre宮ular　or　parallel　vei箪1ets， 　or　（3）　birds’s　eye　structure　in　concentric　spheroid

or　ellipsoid．Measurement　of　magnetic　susceptibili七y　of　pyrrhotite　ranges　from2to7×10－3

due　to　the　combi旦ed．effects　on　var至able　susceptibility　of　each　pyrrhQtite　grain，・and　contents

、of　secondary　iron　sulphide　with　other　included』minerals，

1．緒　　言

　磁硫鉄鉱は高温性鉱床に普通みられる鉱物で，時に集

合して多量に産するが，硫酸原料としては黄鉄鉱に比し

て硫黄分が少なく，また処理上に多少の難点があるため

に，従来利用されるものは限定きれ，僅かに黄銅鉱・閃

亜鉛鉱・方鉛鉱・硫鉄ニツケル鉱等を伴なう場合に限つ

てそれらを対象に採掘せられてきたに過ぎない。最近に

至リフルオソリツド法等による磁硫鉄鉱の処理が企業化

され乳鉱右を硫酸原料として使用するに止まらず，その

中に微量に含まれる銅・亜鉛・ニッケル等は完全に回収

せられ，その焼鉱は優秀な製鉄原料として使用できるよ

うになつた。・そのため磁硫鉄鉱資源の調査・研究は急激

＊鉱床部

に

に世人の注目を浴びるに至つた。筆者は昭和27年6月

岩手県赤金鉱山地域の磁硫鉄鉱を含む鉱床を概査する機

会を得，その後採集鉱石の鉱物組成および組織について

の観察を行い，また若干の実験を試みたので以下にその

結果を報告する。

　この地域は古くより金‘銅・鉄鉱珀域として有名で多

数の鉱床が知られている（第1図）。その多くは磁硫鉄鉱

を主成分とし，その中に金粒・黄銅鉱を含み，金鉱・鋸

鉱として稼行せられ，また磁鉄鉱を多量に含むものや磁．

硫鉄鉱が露天化作用をうけて褐鉄鉱に変つたものは鉄鉱

として採掘せられた。赤金銅山・栗木鉄山・神倉鉄山は

その代表的なものである。

　この地域の一般端質および鉱床の産状については渡辺
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万次郎・黄春江（1）および竹内常彦・南部松夫（2）（3）等の報

告（4）（5）があるのでこ、では概要を記載するに隼める。
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　　第1図　赤金鉱山附近鉱床分布図
1．小山鉱山（Au）
2．二枚山鉱山（Au，Fe）

3．赤金鉱山匁森鉱床（Cu・Fe）

4。赤金鉱山赤金鉱床（Cu，FeS）

5．赤金鉱山米里鉱床（Cu，Fe）　・

．6．つ＼じ森鉱床（Fe）

7．磁石山鉱床（Au）

8．栗木鉱山栗木鉱床（Cu）
9．粟木鉱山陀ノ鼻鉱床（Cu）　’

10。神倉鉱山第1鉱床（Fe）

11．神倉鉱山第2鉱床（Fe）
12，神倉鉱山第3鉱床（Fe）

13．黄金坪鉱山（W，Au），

14．ぼくちぼら鉱床（Fe）

●　磁硫鉄鉱を主とする鉱床

△』同　上（休山中）ト
○　磁硫鉄鉱をほとんど含まない鉱床　1

△同・上（休山中）
（）穣行対象

一　　トラツク道路

　　人　　道

　室内研究にあたつて帯磁率，，研磨片上の組成鉱物の量

比の測定は主として原田久光技官の協力を得，1化学分析

・分光分析は化学課職員が行つた。

　終りに現地調査の際種々御協力を頂いた赤金・栗木・

神倉諸鉱山の職員各位，および磁力計の使用を許可せら

・れ種々御助言を頂いた早稲田大学早瀬喜太郎・原田種臣

の両氏に厚．く御礼申上げる。

2乙位置および交通

　鉱床賦存地は岩手県江刺郡伊手村と米里村との村界を

中心として両村に跨がり，東北本線水沢駅の東微北直距

離18km内外にあたる。

　同駅より岩谷堂を経て赤金鉱山に至る問および同駅よ

り岩谷堂・人首を経て栗木・神倉等の諸鉱山に至る間は’

・
．

トラツクの通行自由で，鉱石はいずれもトラックにより

水沢駅に搬出きれている。この輸送距離は赤金鉱山が25

km，栗木鉱山が33kmである。

3．沿薫および現況

　この地域ゐ鉱山開発の歴史はきわめて古く，遠く慶長

年間に遡ると伝えられ，初めは金鉱の採掘を以て知られ

た。後に鉄鉱業が隆盛となり，明治年間より大正初期に

わたつて鉄鉱の採掘と現地製銑が行われ，本邦の重要な’

鉄鋼業の中心地となつた。その後久しく休山の後昭和10

年頃より鉄鉱の採掘が再開せられ，赤金（褐鉄鉱）・栗

木（磁鉄鉱・褐鉄鉱）・神倉（褐鉄鉱）の諸鉱山が終戦まで

稼行せられた。終戦後は僅かに神倉鉱山（鎌田逸郎経営）、

が褐鉄鉱を少量産出しているに過ぎない。銅鉱の採掘・．

製錬も古く300年前に始まり小規模に各所で稼行きれた。

そのうち重要なあは赤金鉱山で，昭和11年に藤田組に

より再開せられてから現鉱業権者（藤田鉱山株式会社）

に引継がれて現在に至り，赤金鉱床・米里鉱床は採掘中

で，浮選により銅精鉱・硫化鉄精鉱を得ている。このほ

か栗木鉱山（三谷達雄経営）粟木銅鉱床が最近開発せ、ら、

れたが，同鉱床は黄銅鉱石英脈で磁硫鉄鉱をほとんど伴

なわない。

4．．地質および鉱床「，

　4．1地質
　4．1．1地質概説

　この地域は北上山地の中央高原地帯の西縁をなす開析

山地にあたり，海抜3qo～600mの間にある・附近の串

地を構成するものは古生層とこれを貫ぬぐ花嵩閃緑斑岩

質貫入岩で，接触部に近い古生層中には不規則にスカル

・ンを生じて鉱床を胚胎している・

　4．1．2　古生層

　砂岩・粘板岩・、石灰岩・基性火山砕屑岩よりなり，概

して走向N60。Wで多くは北に50。以上傾斜する。本層

はi変成作用（接触変成作用および低度の広区域変成作用）

により砂岩・粘板岩の一部はホルンフエルスに，石灰岩

はすべて糖贔質石灰岩に，基性火山砕屑岩は全く緑色変

成岩に変つている。鉱床附近はほとんど緑色変成岩によ、

り構成せられ，、所により砂岩・ホルンフエルス・石灰岩

の薄層が介在する。緑色変成岩は暗緑色ないし黄緑色を

呈し，緻密塊状でしばしば粘板岩起源のホルンフエルス

やスカルンに移化し，特にスカルンとは明瞭な境を示き’

ないことが多い。主として斜長石・角閃石・緑簾石・緑
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泥石よりなる。

　4．1．3　花崩閃緑斑岩質貫入岩

　古生層中に岩脈状あるいは岩瘤状をなして多数貫入し

（第2図），・岩質の変化が著しく，同一岩体中でも所に

よつて花醐岩構造を示す部分と斑状構造を示す部分とが

あり，概して斑状の部分が多い。岩質の上からは花嵐閃

緑岩・花嵐閃緑斑岩から石英閃緑岩・石英閃緑粉岩まで

が普通にみられ，時には黒雲母花嵐岩となり，あるいは

閃緑岩質の所もあり，これらは互に漸移するようである。

また岩体の周縁部では多くは灰鉄輝石・緑閃石・緑簾石・

チタナイト等が微脈をなして貫ぬき，あるいは一面に散

在し，あるいは斑点状に交代集合する。特に緑閃石・チ

タナイトの集合部分1こは燐灰石の微晶が多い。
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石灰岩　スカルン　鉱床

第2図赤金鉱山地質図

4．1．4　スカルン

　貫入岩1ヒ近い緑色変成岩中には一般に多数の小規模な

スカルンを生じ，レンズ状または不規則形をなしている

が，概して伸長方向は地層の層理にほ努平行である。ス1

カルン鉱物としては柘榴石と緑閃石が最も多い。柘榴石

を主とするスカルンは陀ノ鼻鉱床・米里舘床のように磁

鉄鉱を密接に伴ない，緑閃石・緑簾石・灰鉄輝石スカル

ンは赤金鉱床のように黄銅鉱・磁硫鉄鉱等と密接に伴な

う傾向がある。さらに後者の場合を詳細に調べると緑閃

石の部分に黄銅鉱（磁硫鉄鉱）・灰鉄輝石の部分に碑鉄

鉱が密接に伴なうことが多い。以上のほかに柘榴石スカ

ルンと緑色スカルンとが密雑し，あるいは縞状をなすも

のも稀ではない。、

　4．21鉱床一』

　4．2．1　鉱床概説

　との地域の鉱床としでは花嵐閃緑斑岩質岩石の貫入に

関係のある接触交代鉱床と深熱水一中熱水鉱脈とがあ軌，

後者には黄金坪の灰重石・石英脈，小山・．磁石山等の含

金石英脈，栗木鉱山栗木鉱床の黄銅鉱・石英脈等がある

が』これらには磁硫鉄鉱は少ないかまたはほとんど含ま

れないのでこ㌧では省略する。接触交代鉱床は各所に点

在するスカルン中にあつて，その主要金属鉱物の量比は　，

鉱体ごとに著しく相違し，あるものは鉄鉱として，またあ

るものは銅鉱として採掘せられる。きらに同一鉱体中で

も鉱物組成の相違が著しく，、部分的に鉄鉱として・ある

いは銅鉱として採掘せられる。いずれの鉱体も磁硫鉄鉱

にとみ1地表近くで尽露天化作用をラけて褐鉄鉱となり・

鉄鉱として採掘せられる場合が多い。鉱体の形は概して

レンズ状または不規則塊状をなし，一般に上下にや＼伸

びる傾向があり，鉱体の周縁部ではスヵルン中に斑点状

に磁硫鉄鉱・黄銅鉱等が鉱染し，あるぐ・は幅30cm以下

の細脈を派生している。鉱床の規模は一般に小さく，代

表的なものは赤金鉱吻赤鐸床・米里鉱床漂木鋤

の陀ノ鼻鉱床，神倉鉱山の鉱床である・

　4．2．2　赤金鉱山の鉱床

　緑色変成岩中に点在するヌヵルン中にあつて，丸森鉱1

床・赤金鉱床・米里鉱床に分けられる。・そのうち丸森鉱

0　　10　　20解
』一一一閣閑』噂軸魍一」，

　　　　し　　ハ第1鉱体イ！）

　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　第2鉱体1・
　　　　　　　　　　　　　　　曳、　・
一上部中段坑切上（＋1簾プ　　　　　　〆＼》

＿上部暢“，劾◎　ゆ

一中切 士脚　堅糠
一一一下、中　段←巧π）　　　　郷鉱体1篭
　　　　　　　　　　　　　　　　　・」3
一・一下中段掘下牡η羽（一26め

（　）内の数字ロ中切坑地並よ『リの垂直距離

③帯磁率測定試料採取箇所

　　　第3図　赤金鉱床地並別鉱床平面図
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床は露天掘りによめほとんど採掘し尽され，下部の探鉱

坑道内には磁硫鉄鉱の不規則な小塊状の鉱体が少数点在

するに過ぎない・赤金鉱斥は多掌の小鉱体（脈状体によ

つて連絡ざれているものが多い）からなるが，そのうち

主要なものは北から第1・第2・第3鉱体である（第1

図）。第1鉱体は最も大きく，現在その下部を採掘中で

ある。この鉱体は：N30。Wに伸び，長き30ml幅10m

で東に急な落しをなし，最下位の切羽は露頭下40mに

達する。鉱石は磁硫鉄鉱・黄銅鉱を主とし下部では磁鉄

鉱が多くなる。・第2・第3鉱体はともに採掘済みで，小・

規模な鉱体であり，東に落しをなすことは第1鉱体と同

様である。米里鉱床は上部において分岐する不規即塊状

の鉱体を主体とし（第4図）1現在その下部を採掘中で，

露頭下30m余に達ずる．高品位の銅鉱が磁鉄鉱中に産

し，磁硫鉄鉱はきわめて少ない。
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　　　　　　　　一・一・二号坑（o窺）・
　　　　　　　　（　）内数字は二号坑よりの垂直距離

　　　第4図　米里鉱床地並別鉱床平面図

　4．2．3　栗木鉱山陀ノ鼻鉱床

　粘板岩中に発達する柘榴石スカルンの中にあつて北東

マ南西方向に伸び・長き150卑・幅10m弱である・主とし

・て磁鉄鉱よりなり，鋲体の中央部では磁硫鉄鉱が多ぐな

り7一一部では濃集して良質の磁硫鉄鉱鉱石を形成してい

る。鉱床の大部分は鉄鉱として採掘済みで，特に北東端

の採掘跡附近では上鉱を産したという。現在は磁硫鉄鉱

の混在す為中央部のみが残きれており，この部分の磁硫’

鉄鉱は概して低品位であるが，その下部を探鉱した大切

1坑（現在は入坑不能）内では上鉱を産したといわれ，坑

口附近に高品倖磁硫鉄鉱の貯鉱が少量みられる。現在は

稼行きれていない。

　4．2．4神倉鉱山の鉱床

　石英閃緑粉岩と珪化粘板岩との接触部に近接して北北

東一南南西1と点在する3個の小鉱体群からなり，北より

第1」第2・第3鉱床と称する。第1・第3鉱床は磁硫

鉄鉱を主とするもので，第2鉱床は磁鉄鉱を主とし磁硫

鉄鉱は少ない。ともに黄銅鉱を微量に伴ない，露頭部で

は磁硫鉄鉱は全く褐鉄鉱に変り，鉄鉱どして採掘せられ

た。，一般に黄銅鉱を含む磁硫鉄鉱は小鉱体を、なしてスカ

ルン中にポケツト状に点在するに過ぎないので，銅鉱と

しても磁硫鉄鉱としても重要なものではない。

5．鉱石の一般的性質

　5．ユ　組成鉱物の種類および分布

　鉱石を構成する鉱石鉱物のうち主成分鉱物は磁硫鉄鉱・

磁鉄鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱で，少量含まれるものとして硫

砒鉄鉱・キユーバ鉱♂閃亜鉛鉱。四面銅鉱等があり，2

次成鉱物としては黄鉄鉱・白鉄鉱・褐鉄鉱等がある。脈

石鉱物は柘榴石・透輝石一灰鉄輝石・緑閃石質角閃石・

緑簾石を主とし，燐灰石・チタナイト・石英・方解石・

長石・緑泥石等が伴なわれる。

　鉱床中のこれらの鉱物の分布はぎわめて不規則であり，

鉱体毎に著しし、・差異を示す。例えば赤金鉱床と米里鉱床

とは僅か200m離れているに過ぎないが，前者では磁硫鉄

鉱・黄銅鉱を主とし，後者では磁鉄鉱と黄銅鉱よりなつ

て磁硫鉄鉱はきわめて少ない。同一鉱体内でも部分的に

かなりの差異を示し，例えば赤金鉱床では上部は磁硫鉄

鉱を主とするが，下部にあたる現在の最下位切羽附近で

は磁鉄鉱が多くなり，特に盤際に多く，この部分では米

里鉱床の鉱石に似たものがある。一般には鉱体中の組成

鉱物の規則正しい配列はみられないが，概して黄銅鉱は

鉱体の中心部に濃集する傾向がみられる。』

　5．2鉱石の構造

　上鉱は塊状を呈して，これを構成する磁硫鉄鉱および

磁鉄鉱は一般に粗粒で，鏡下にしばしば粒状構造を示す。

地表に近い部分では磁硫鉄鉱の風化により脆くなり，破

砕し易いものがある。貧鉱は鉱染状鉱あるいは網脈状鉱

をなし，時に角礫構造あるいは縞状構造をなすことがあ

る。縞状構造は磁鉄鉱の貧鉱に多く，柘榴石と磁鉄鉱が

幅1cm以下の縞模様をなすのが肉眼でみられることが

ある。

　5．3　組成鉱物の粒度

　鉱石中の組成鉱物の大ききは同一研磨片中でもかなり

の差があるので，．50余の研磨片のおのおのについて当該

鉱物の粒径範囲をだし，それよ，り全体を通じてみた時に

最も多い粒径範囲を求め，最大粒径とともに第1表に示しF

た。この場合肉眼的な巨晶は研磨しなかつたので実際の・

最大粒径は表中の値よりも大きいことはもちろんである。

　磁硫鉄鉱の上鉱（粒状構造をなす）では一般に粒度が
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大き「く，貧鉱では小さい。粒径を各鉱床についてみると，

赤金鉱山では0．2～0・3mm，神倉鉱山では，0・3～1mm，

栗木鉱山では0．1～0．3mmのものと0。5～1m血のも

のとが多い。

　　　　第1表組成鉱物の粒径

鉱　物　名

磁

黄

磁

硫鉄鉱
9銅　　鉱
鉄　　鉱

黄　　鉄　　鉱

キユーバ鉱
硫砒鉄　鉱、

閃亜鉛鉱
四面銅一鉱

最も多い粒径範囲

　　（mm）

0．1　～1．0

0．015～0．03

0．03～0．5
（特に0．1～0．2）

0。1　～0。3

　　0，3±

0．05　～0．3　　』

0．02　～0．05

0．01　～0．02

研磨片中の最大

粒径　（mm）

2．0

0．15

2．0

1，5

0．5

0．5

0」05

0．02

6．おもな組成鉱物め鏡下における性質

　6．1磁硫鉄鉱
　常に他形セ，（0001）の裂開は新鮮なものではみられ

ないが，多少変質したもの、（特に2次硫化鉄鉱を生じた

もの）ではこの面に沿い変質が進むので明らかになる。

色は赤褐色味を帯びたクリーム色で，結晶粒全体として一

均質なものが多いが，時に1っの結串粒の中に平行に近

く配列した細片と基質とからなるものがあり，商煮は従、

来（6）（7）（8）Fα一磁硫鉄鉱，β一磁硫鉄鉱と呼ばれているもの

で，基質部はα一磁硫鉄鉱にあたり反射能がや＼劣る。

・また1つの結晶粒の中で中心部が赤褐色の暗色で・外縁

部が黄灰色で明色を呈するものがある・異方性は顕著で

時に微かに波動消光を示すものがある。KOHで直ちに

褐変し，聚片状構造1amellar　structureを示すことが

多いo上鉱は粗粒で粒状構造を示し，下鉱では磁硫鎌鉱

がネカルン鉱物・磁鉄鉱の粒間を填め，あるいは脈状を

なして貫ぬき，黄銅鉱・角閃石と密接に伴なう。包有物

　（交代残晶を含む）にとみ，ぞのおもなものは柘榴石・

灰鉄輝石・角閃石・磁鉄鉱であるgそ般に2次的に黄鉄

鉱・白鉄鉱を多量に生じ，著しいものでは磁硫鉄鉱粒の

％を占めるぐとがある。この2次的変化の様式には3種

あつて，2次成鉱物の集合体が（1）微細な斑点≧レて分

散する場合。（2）縄状・東状をなしてある方向に連続す『

る場合。（3）球状または楕円体状をなす場合，に区別しう

る。（1）では2次硫化鉄鉱はきわめて微細で，鏡下に白鉄

鉱と黄鉄鉱とを区別し得ないことが多い。しばしば菱鉄

鉱質炭酸塩鉱物や褐鉄鉱により取り囲まれ，それらは研

磨の際に脱落し易いため2次硫化鉄鉢ρまわり炉空隙に

よつて取囲まれている場合があ軌さらに著しい時には

中心部の2次硫化鉄鉱きえも脱落しで，磁硫鉄鉱研磨面

上に小孔としてその跡を留めることが多い。その分布状

態は磁硫鉄鉱の粒子ごとにかなりの差異があり，同一研

磨片中でも全く新鮮な磁硫鉄鉱粒と一面に2次硫化鉄鉱

を生じた磁硫鉄鉱とが隣接して産することが多い。1これ

は各粒子中の鉄と硫黄との原子比の差によるのみなら

ず，同一の化学組成をもつた粒子でも結晶方位によつて

2次的変化を異にするためであろう。また個々の磁硫鉄

鉱粒についてみれば，しばしぱ周縁に近ずくにつれて2

次硫化鉄鉱が多くなり，その形も大きくなる傾向がみ’ら

れるが，その反面結晶粒の境界には無関係に径0．01～

　　　悌
、声》 、

鳩

一誘　　　／
　　　　　　』■
　　　　「　　　　ド
　　　＼、

0，5頃壁』

第5図　磁硫鉄鉱粒の擁界に沿い・あるいはその

　　中に不規則な微脈をなす2次硫化鉄鉱。

客践．
〆

’

〆

　　ノイ3

イノろ，

κγイ
　　　〆　　　　　　　　■　　　　　　　’　　　　、　　　　　ヤ　　　　　ド　　　　　　ロ　　　　　1　1、

o、5胡”レ

第6図　磁硫鉄鉱の（0001）に沿い2次硫化鉄鉱を生じ平

　　行縞状をなす。　　　Pr：磁硫鉄鉱　G：脈石
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0．03mmの斑点をなしてふ面に散在することも珍しく

ない。（2）は磁硫鉄鉱粒の境界や（0001）に沿い，ある

いは結晶粒中を横切る脈状をなして伸畢するものでその

生成初期のものは長き0。004mm内外の白鉄鉱が伸長・

方向に直角にほダ平行にならび，その中心部に微細な無

反射部餌ある・それが進むと2次硫化鉄鉱が大きく（長

b
さ ・0二〇2mm）なつて1それらが縄状に集つて不規則な脈

状をなし（第5図），あるいは（0001）に沿う平行縞状を

なす（第6図）ようになる．’あるいはまた東状に集まり，

時に花　状をなすことがある。しばしば磁硫鉄鉱との境・

には菱鉄鉱質炭酸塩鉱物があり，この部分は（1）と同様

に研磨比際して微細な空隙となることが多い。く3）は

2次硫化鉄鉱が共心構造をもつ球状あるいは楕円体状を

なすもので，このような球状体は相接して数珠状に並ぶ

場合（第7図〆と単独な球状体が点在しで鳥ノ、目構造

bi「ds’eye　structureを示す場合とがある（第8図）。

．泳τ2、∴
’へ．・＝、ソ

o

　　トー届〆

α・3騰晒

第7図　磁硫鉄鉱中に共心構造をらつ2次硫化鉄鉱が数，

　　珠状に連らなり，あるむ・は単独な球状体（また

　　は楕円体）が2次硫畳鉄鉱甲細脈により連結き

　　れる。

　　シ！

また球状体がNewhouse（9）の記載したように微細な縄

状の2次硫化鉄鉱の細脈で連結されている場合（第7図）

もみられる。これらの集合体のうち数珠状をなすものは

構造が比較的簡単で，共心構造の外周部は灰色の反射色

を示す煤状物よりなり，中心部を異方性の強い白鉄鉱が

1占めている。鳥ノ目構造をなすものでは，径0．02～0．05

mmのものが多く，0．2～0．3mmに達するものもある』

これを高倍率でみると磁硫鎌鉱に直接す為外周部には無

反射に近い灰色帯があつて赤色の内部反射を示し，主と

して褐鉄鉱からなつている。最近のSteinar（10）の研究

によれば灰色帯は外側の淡灰色帯（主として含水硫化鉄

鉱Wasserkiesよりなる）と内側の暗灰色帯（主として

褐鉄鉱よりなる）とからなるというが，本産地のもので

は灰色帯の幅が狭し、のでこれら2帯を明瞭に区別し得な

いる灰色帯の内側は帯青灰白色の反射色を示し，均質で

異方性の強い白鉄鉱の単結晶からなつている場合と，淡

真鍮黄色の反射色を示す微細な硫化鉄鉱が集合して1も

やもやした異方性をあらわす場合とがある。時には中心
1
部 の白鎌鉱のまわりに灰色帯と硫化鉄鉱帯とが2重ない㌧

し3重の環状をなすごとがある（第8図）。また白鉄鉱の

中心部にこれよ’りは異方性が弱くて微細な凹凸にとむ

　（研磨能の悪い）部分が占めることがある。以上に記載

した（1），（2），〈3）の間の相互関係をみると，（1）は変

化の軽微な部分に最も普通なもので，恐らく変質作用の

初期を代表するものと思われる。（2）は変質が進んだも

のに普通である。ρ（3）の発達するのは必ずしも変質が進

んだ部分とは限らないので，その生成には特殊の條件を

必要とするもののようである。いずれにしてもゲルから

結晶化したものであることは構造から明，らかである。

　5。2磁鉄鉱
　半自形ないし他形で，上鉱では粒状構造をなして集合

　　　の

　　　　　　　　o．’醜制
　　　　　　』一ノ
第8図　鳥ノ目構造。灰色帯が磁硫鉄鉱との境にある。

　　時にこの灰色帯が2重，環状になることがあ

　　る。　　G：脈石・　Pr；磁硫鉄鉱

　　　　　　　　α1㎞馬、
　　　　　　　　一
第9図　磁鉄鉱（M）中にeutectic　structureをなす磁硫鉄

　　鉱〔Pr）。

　　磁硫鉄鉱はすべて2次硫化鉄鉱に変り，それが研磨の際

　　脱落して小孔となつてその跡を残してい多。　G：脈石
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　　rし，大形の結晶では微細な包有物または空隙の規則正し

い配列によつて累帯構造を示すものがある・．包育暢とし

ては柘榴石・灰鉄輝石・角閃石等があり，時に少量の黄

鉄鉱・磁硫鉄鉱・黄銅鉱が包有される。柘榴石とはしばし

ば等粒粒状構造をなし，また黄銅鉱とともに柘榴石拉間

を填めることもある。興味ある組織としては磁鉄鉱中に

第9図に示すような空隙が共融混合物にみられるような

構造（eutectic　structure） をな，して一画1とみられること

がある。この空隙は元来磁硫鉄鉱によって占められてい

たものが，後に2次硫化鉄鉱に変じ，．それが研磨の際に

脱落して空隙となつたものと考えられ，このような例は

Schneiderh6hn，Ramdghr（12）も記載しており，両鉱物

の同時生成を物語るものであろう。

　6．3黄銅鉱
　常14他型を呈し，包有物としてはスカルン鉱物・磁鉄

鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱があり，稀に閃亜鉛鉱が含まれる。、

磁硫鉄鉱を交代したものでは斑点状の磁硫鉄鉱後の2次

硫化鉄鉱を多量に含む4とがある。磁鉄鉱に対しては累

帯構造に沿い，あるいは割れ目に沿つて磁硫鉄鉱または

黄鉄鉱とともに侵入交代する。磁硫鉄鉱中に産する場合　・

には包有されているスカルン鉱物に接して特に濃集して

いる傾向がある（第10図）。黄銅鉱中には後に記載する
　　　　　　　　　　　　　　　　ぺように葉片状キユ，一バナイトが介在するほかに，竹内・

南部（3）によれば離溶生成物らしい蠕虫状ないし毛髪状磁

硫鉄鉱が一商に含まれることがあるという。

◎

、4

．．サゴ気

議£肉ρ

も

鞭
σ

19

　6

　　ρ

’，

　　　　ρ

」拠帆

ゆ

第10図　黄銅鉱（Cp）は磁硫鉄鉱（Pr）中に包有きれるス

　　　ヵルン鉱物（G）との境に特に濃集する。

　6．4黄鉄鉱
　単独な結晶粒，寄木状集合体（径1mm内外）あるい

は微脈をなして産レ，一般にその量は少ない・包有物は

少なく，柘榴石・灰鉄輝石が季鼻含まれることがφるに

彰）．

過ぎない。結晶粒は均質なものと，外周を暗灰色で異方

性の著しい分解産物（？）がとりまき、，それが内部にまで

侵入して不均質になつたものとがある。均質なものにつ

いてみると反射色や異方性によつて次の3種に区別せら

れる。すなわち（1）真鍮色を呈し異方性はなく，良好な

研磨面が得られるもの。（2）多少赤褐色味を帯び異方性

はなく研磨能が悪く，ちりめん状の表面を示すもの。．

（3）真鍮色ぞあるが（1）に比して幾分淡色で明らかな異

方性を示し研磨能の良好なもの・とであ為・腐蝕試験に

よる相違点をみるに，HNO3で（1），（2）．は直ちに褐変

するが（3）は僅かに褐変する程度であり一．HgC12により

（1），（2）は僅かに褐変するのに対し（3）は不変ないしき

わめて僅か1ヒ褐変する。以上により（1），（2）はともに普

通の黄鉄鉱であり，（3）は砒素を含む黄鉄鉱であろう。

Schneiderh6hn（13）によれば砒素を含むものは異方性を

示すという。Schwarz（14）はBlack　Hi11の鉱石中に以

上の（1），（2），（3）の3種の黄鉄鉱の産出を報告している。

　6．5　キユーバ鉱

　詠金鉱床中に限られて少量産し，放射繊維状集合体を

なしあるいは不規則な外形を示す。色および硬度は黄銅

鉱と磁硫鉄鉱との中間にあたり，異方性が明瞭で“K：2Cr2

07の硫酸溶液により直ちに量色を呈することによ り黄

銅鉱とは明瞭に区別しうる。磁硫鉄鉱および黄鋼鉱に密

接に伴ない（第11図），Schwarz（15）によれば磁硫鉄鉱・

黄銅鉱を含まない鉱床には産しない程両鉱物と密接な随

伴関係があるという。時に黄銅鉱中に直線的境界を以て

葉片をなして介在し1（bladed　cヂysta119graphic　inter’

growth），その両端は多少箒状に消減するト（第12図）。

．．、

　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　吻獲
　　　　　　　　　G
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　C“

o，∫向朗

第11図　キユーバ鉱（Cu）は磁硫鉄鉱（Pr）に密接に伴なつ

　　　て柘榴石（G）粒聞を旗め，さらにこれを交代するα
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　　　笏準’

灘’』魚

．雑
ク　　1

　　　　　　　　　　q3伽吻

　　　　　　　　　一
第12図黄銅鉱　（CP）中にbladed“rystallegraphic
　　　ihter窪rOw伍をなすキユーバ鉱（Cu）。G：脈石

6』6．硫砒鉄鉱

　菱形に近い断面を示す半自形または他形をなし，反射

能高く，異方性が顕著である。一般にその量は少なく，

磁硫鉄鉱・黄銅鉱中に包有せられ，あるいは磁硫鉄鉱中

に毎有せられた柘榴石中に限つてみられることが多い。

二枚山産のものは著しい破砕作用をうけて多数の割れ目

を生じている。

　L6．7　その他の鉱石鉱物

　閃亜鉛鉱は他形を呈し，包有物および離溶黄銅鉱を含

まない。黄銅鉱とは相互境界をなすものが多い。磁硫鉄

鉱とも相互境界をなし，SchwarzG4）によれば両者の間

にほ向時生成のものが多い傾向があるという。

　四面銅鉱は他形を皇し，・小晶として微量に含まれ，・そ

の量が少ないため充分な観察はできないが，閃亜鉛鉱よ・

り幾分反射能湖高い。磁硫鉄鉱・黄銅鉱に伴なってこれ

らを交代する。

　6．8　脈石鉱物

　柘榴石は半自形または他形粒状をなし，鏡　にしばし

ば中心部（灰響柘榴石質）1ま潤濁していることがあつて

も外縁部（灰鉄柘榴石質）は淡赤褐色透明で，この外縁

部は細かい累帯構造を示して，複屈折を呈することがあ

る。しかし一般には光学異常は少ない。累帯あるいは周炉

縁に沿つて輝石・’角閃石・磁鉄鉱等が交代する。

　透輝石一灰鉄輝石は自形ないし半自形のものが多く，

時1ヒは他形のものが粒状構造をなして集る。大きな．もの、

では局部的に波動消光をなすものがある。一般に灰鉄輝

石質のものが多く，時に透輝石大晶の粒闘を細粒の灰鉄

輝石の集合体が填め，あるいは淡緑色灰鉄輝石め外縁部

を濃青緑色の灰鉄輝石が縁取り，晩期になるに従い輝石

中爾鉄分が多くなうことを示して少る。柘榴石中に包有

きれ，あるいは柘榴百の累帯に沿い交代する。またしば、

しば周縁より緑閃石質角閃石に変ることがある。・

　緑閃石質角閃石は柱状ないレ針状結晶をなし，時に樹

枝状に集合す観青緑色から帯褐淡黄緑色に変る著しい

多色性を示す。包有物としては燐灰石が最も普通で，そ

のほかに輝石・緑簾石等がある。磁硫鉄鉱・チ’タナイト

を密接に伴なうことが多い。

　緑簾石は半自形ないし他形を呈し，集合部は寄木状構

造を示す。’一般に肇色で，木晶では部分的に幾分異なる

複屈折を示す。

　燐灰石は自形ないし半自形で・多くは角閃石中に包有

きれる。花嵩閏緑斑岩がスカルン化きれた部分にや＼多

量に生じ，原岩中の燐灰石よりは大きく，角閃石・チタ

ナイトと密接に伴なろ。’

　チタナイトは自形ないし半自形で，単独または集合し・

て産する．燐灰石と同様遜入岩のスカルン化きれた部分

bに多い。

　長石および石英は一般にその量が少なく，長石には斜．

長石と加里長石との両者がみられる。

　方解石は主として鉱化作用末期に細脈をなして鉱石中

を不規則に貫ぬいている。
一
6
． 9　鉱物生成順序

　以上に記載した組成鉱物の共生関係等より鉱物生成順

序を求めると第13図の通りになる。これを要約すれば，

柘榴石
透輝石一灰鉄輝6

燐．灰石
チタナイト

緑閃石質魚関石

緑簾石
長　　石

・石　　英

方解P石

緑泥石
磁鉄鉱
硫砒鉄鉱
黄鉄鉱．、
黄銅鉱
磁硫鉄鉱
キューノマ・金広、

関亜鉛鉱
四面銅鉱

第13図鉱物晶出順序

　（1〉鉱石鉱物の六部はヌヵルン化作用の後期に品出す

る。そのうち磁鉄鉱は最も早期のもので，これに引続き

硫砒鉄鉱・黄鉄鉱および磁硫鉄鉱・黄銅鉱の一部が箪な

づて晶出する。磁硫鉄鉱の大部はその後に晶出し，これ

には黄銅鉱・キユーバ鉱・閃亜鉛鉱が密接に箪なう。最

後に黄銅鉱・黄鉄鉱の一部と四面銅鉱が晶出すお。「

　（2）鉱石鉱物と脈石鉱物との随伴関係をみると，磁鉄

14一（322）
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第2表　代牽的鉱石の化学成分

鉱山名

赤　金

二枚山
神’倉
栗　木

採　取　箇　所

中切下中段，第2鉱体下部

中切下中段，第1鉱体下部

上部中段，第1鉱体上部

丸　森　坑、引　立
露　　　　　　頭
三　 号　 坑　 内

陀ノ鼻露天掘上段
同・　上　　 下段

同　上大切坑内1

Cu％

0．51

0，83

0．45

0．22

0．42

0．35

0．44

1、09

0．22

pb％
0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

Zn％
0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0。00

0．00

0．00

Fe％
48．75

49。68

40．81

53．57

59．29

58．45

31．57

55、43

1
5

1．37

S％、

28．75

33』38

29．95

33．21

37．33，

36．39

13．37

34．22

31．93

Aug／t

一tr．

tr．

亡r．

tr．

tr．

tr．’

、O．3

tr．

tr．・

，Ag9／t

4
tr．

1
馬2

tr．

tr．

4
2・

tr．

／i

鉱は柘榴石に密接に伴ない多くはその粒間を填める。磁

硫鉄鉱はしばしば黄銅鉱とともに角閃石と密接に伴なう

傾向がある。

・（3）図中には2次成鉱物は省略したが，磁硫鉄鉱の黄

鉄鉱・白鉄鉱への変化は広く行われており，きらにその

上部の酸化帯では全く褐鉄鉱に変つている。“2次硫化鉄

』鉱への変化はGilbGrt（ll）・Ramdohr（8）がいうように地

下水面の近くで著しく，赤金鉱山の現在の坑道は4のよ

うな部分にあたつているのでこの変化が顕著である。

7．鉱石の化学組成

　鉱石の鉱物組成は上記のようにユっの鉱体中でも局部

釣に著しい差異があるので，鉱体を代表するような化学

組成を求めることはきわめて困難であるが，現在稼行中

の赤金鉱山では磁硫鉄鉱の上鉱は概してS27～35％で，

・CuO．2～0．5％を含み，Au，Agは痕跡程度である。本地

域円のおもな鉱床の主要部分から採取した代表的鉱石の

化学成分は第2表の通りである。

　また数種のものについて行つた分光分析の結果は第14

図の通りで・，As，Sb，Cd，Hg，Nb，Ta，Te，Se，

・Ga，Ge，In，Li，Baは検出されない。

鉱山名 採取箇所 Nl Co Cr TI V Mn MO W A3 Zn Pb Cu Sl、 B［乳

示金

神倉
粟木

上部中段

入切下中段掘下
二号坑内

大切坑丙 ？ ？

つ

7

つ

？

『
つ
？

？

」
第14図鉱石の微量成分

8。磁硫鉄鉱および磁鉄鉱の帯磁率

　8．1　試料の調整および測定

　まず鉱石試料を30～60メツシユに破砕し，拡大鏡下

で予め不純物を除去した後，粉砕・箭別して一100～＋

－
二 200メッシュのものを集め，これを小型電磁石による適

当な磁場中に置いて磁硫鉄鉱および磁鉄鉱のおのおめを

二分離して実験試料とした。試料は乾燥器中で80。Cに．2

時間保ち，その後ソレノイ ド中で交流消磁を行い，約

4．19を秤量し，‘実験に供した。

測定は同一條件下で行い，磁力計法（16）を用いた。測

定條件は次の通りである．。

試料の中心よむ磁針の中心までの距離；14c典

試料の充填された半径：0。23cm

ソレノイド中を通る電流の強さ：0、52A

　lcm当り導線の捲数；308・

ソセノイドの軸上における磁場の強き：201Gauss

測定にあたつては反転スィツチによ、り1試料につき10回，

緯返し，ランプスケールにタリ磁針のふれを読取り，こ

れを平均し，．計算により帯磁率を求めた。

8．2　磁硫鉄鉱の帯磁率

鉱床中の各地点から採取した試料について帯磁率を測

定した結果は第3表に示すように2～7＋10－3である。

比較のため他の産地の磁硫鉄鉱を同一條件で測定した結

第3表磁硫鉄鉱の帯磁率

・試

料
番
号

1
2

’
3

4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

鉱

山

名’

赤金

神倉

栗木

採取箇所

上部中段，第3鉱体

中切坑，第1鉱体
下中段掘下，第1銘体

同　上
同　上・
下中段，第2鉱体

丸　森　露　頭
丸　森　一　坑1

第　2　鉱　床
第　3「鉱床
陀ノ鼻露天掘上段

同　上　下　段
同　上　中切坑

帯磁率

5．39×10－3

3．34

4．44

’5．56

6．61

1。69

3107

5．58
6．53’

4．24

5。44

．4．32－

6．741

1磁硫鉄
一鉱中の

2次硫
1化鉄鉱

量（％）

15，4

、41．2

19．1、

13．1

20．2

n．d。

24．0

32．6

n。d，

19．3

23．0

23．4

28，8
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第4表代表的磁硫鉄鉱の帯磁率

－県名 鉱山名， 鉱床形式1帯磁率㌧

　　　　　　　　　　　　　9．28×10－3　　　　　　　接触棄代鉱床　　　　佐　野岡　．山

　　　　　　　　　　　　　2．85×10－2　　　　　　　脈状接触鉱床？　　　　瀬　戸　〃
　　　　　　　　　　　　　3．83×10－3　　　　　　　熱水交代鉱床　　　　柵　原　　〃
　　　　　　　　　　　　　1．95×10－3　　　　　　　正岩漿鉱』床　　　　幌　満北海道
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　レ
果は第4表φ通りである・次に鉱石塊中の磁硫鉄鉱の各

粒間の帯磁率の華をみる一ため，赤金鉱山鉱石（試料No。

4）　を粉砕し，小型電磁石によつて磁場を種々に変えて

各段階に吸引されるものを集めて5種の試料を作り・そ，

、の帯磁率を測つた。、その結果は第5表中に示す通りで，

粒子によつてや＼帯磁率を異にするが5×10－3以下のも

のが大部を占めることがわかる。

　従来の研究（16）（のによれば，人工磁硫鉄鉱では硫黄原

．子率52．8％を頂点として，硫黄が増加するに・従い帯磁

率は減少するという。しかし天然産の鉱肩では一般に2

次硫化鉄鉱ぺの変化がみられ，また微細な包有物を含み

特に当地域産の磁硫鉄鉱のように2次硫化鉄鉱への変化1、

が著しく包有物にとむものでは，帯磁率の凋定値と化学

成分あるいはその他の物理性との関係を一義的に求める

ことは不可能である。・

　』もし磁硫鉄鉱の帯磁率が各種とも同一であるとすれば

』2次硫化鉄鉱への聯緻び脈石の量が増加するに従い

帯磁率は減少する筈である。この関係を確めるために・

上記の帯磁率測定に供した粉末試料（No．4）の一部を

予めベークライト中に焼き・固め，研磨片を万能探彰機で

拡大してトレースし，その中の2次硫化鉄鉱・脈石の量比

を測定した結果は第5表の右半に示したようになる・こ

の結果よりは帯磁率と2次硫化鉄鉱・脈石の量との間に

明瞭な規則性はみられない。以上によつても磁硫鉄鉱の

結晶粒ごξに帯磁率に差異があることがわかる。

8．3　磁鉄鉱の帯磁率

磁鉄鉱をや＼多量に産する米里鉱床および陀ノ鼻鉱床

の鉱石中より選別した試料にづき磁硫鉄鉱の場合と同様：

に測定した帯磁率を化学成分とともに表示すれば，第6

表に示すように大略L7～1．8×10騨1．である・比較のた

め同一條件で他の産地の磁鉄鉱について測定した結果は・

第7表に表示した通りである。

第7表代表的磁鉄鉱の帯磁率

県劉
岩　手

福　島
長’野、

鉱山名

釜　石
剣力峰
甲武信

鉱床形式

接触交代鉱床

正岩漿鉱床
接触交代鉱床

帯磁率

9・赤金鉢山り浮選産物

上83×10‘1

8．02×10－2

1．45×10曙1

9．1浮選現況

赤金鉱山では坑内粗鉱はまず大切坑口に近い第1選鉱

場において中割し，直送鉱（Cu3％±）を手選した後，約

2km南東にある第2選鉱場に送り優先浮選により銅精し

鉱と硫化精鉱とにする。その選鉱系統図は第15図の通

第5表　一塊の鉱石中の帯磁率の微視的変化

細分試料．

a

b
C

．d，

e

磁場Gauss
’

14～40
40～138

ユ38～220

220～415

415以上

重量9
4．1

12．0

5．0

9．5

17．0

重量比％

8．6

25．2

10．5

20．0
35．7、

帯磁剥

9．29×10－3

5．08

4．67

4．65

2．25

鉱　物　組　成　％

磁硫鉄鉱

89

79

71

78

81

2次硫化鉄鉱

7
1工

19

10

13

脈　石

5
10

10

12

5
（赤金鉱山試料No．4）

第6表　磁鉄鉱の帯磁率および組成

鉱山、名

赤　金

栗　木

鉱床名

米　里

陀ノ鼻
〃

　　　し帯磁率t

1．79×10－1

1．72

1．84

化 学 組 成　　．％

FeO

24．70

27．86

27，57

Fe203

66．70

63．20

64．43

Ti・・1

0．06

0．06

0．07

S

0．97

0．34

0．10

Sio2

2．60

3．32ド

3．12

鉱物組成百分率
　（計算値）一

磁鉄釧

72．，35

87．10

87．91．

磁硫鉄鉱

2．66

0．93

0．27
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索道
丁・ゲリズリー

丁・・ゆ

フレーキ　ラ』、ンや．些

第10表『赤金鉱山選鉱産物中の鉱物結合状態『』

コーン7ラ・シャー

コニ．カノレ木㍉レミレ

ドノレクラシフイヤー

種類

給

鉱・

金同コンデショナー

zアーレンワルドシ　選機

粒

子

数

％

　．粒銅

銅精鉱
　・レ

アメリカンテンス77ルー石奈イ七鉄コン斜ショナー

銅尾鉱
　↓

　　　　　　一I、f表装　　　フーレレラノレドラ孚選機・

　　　　　　　　　　　硫化鉄織広尾鉱、
　　　　　壷 　4　　　　　脱水　沈澱池
　　　　　　　　箏15蛎牟鉱山群素統図

　　　　　　　第8表　赤金鉱山選鉱産勃の化学成分　，

　　　　　　　

・精

鉱

子

数

％

　　粒銅（
硫

化子
尾麩

兀数　鉱・

鉱）』

－Cu％

浮選給鉱．

銅精鉱
銅尾鉱，（硫化鉄元鉱）

硫化鉄精鉱、

尾　　鉱

0，80

10．28

0．06

、つ．31

0．02

Fe％lls！％

41．26

53．22

37．80

59．51

29．69

10L80

32！51

832「・

29』92
3125

7

lAug／士

　　』
1．3，

7．6

tr．

tr．

1
t

r．

lAg9／士

4
36

tr．

2
tr．

砂である。昭和27年6月12日に採取した選鉱産物を分

析した結果は第8表に示し’てあり，同年1月より6月に

至る間の精鉱の売鉱品位は第9表の通うである。なお浮、

　　　　　　　　　　選給鉱の粒度曝一200メッシユが60十70％を占めている・

　9．2　選鉱産物中の単体分離

　　　　　　　　　　1　選鉱の各過程における産物を採取し，一部を化学分析’

に付し，残りをベークラィト中に封じて研磨し，鏡下に

．各粒子についての鉱物結合状態を調べた結果は第10表、

の通りである。これより次のことがいえる。、

　　　　　　　　　　1　（1）浮選給鉱は単体分離が至分行吻れているので・こ

れ以上の粉砕の必要はない。　　　1

硫

化

，
、

鉄

　精

　鉱

尾

鉱

％

粒

子

一数

％

粒

子

数

％

単　体

P「

M
G

2成分某

135、p叶M　3
57　pr＋G　39▼

351　M十G　ll
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築9表晦脚売鉱品、笹

Pr：磁硫鉄鉱　M：磁鉄鉱　Cp：黄銅鉱

P：黄鉄鉱　　G：脈石

（2）銅精鉱では単体は少な・く3鉱粒中の黄銅鉱は多く

は脈石と結合したものである。単体をなす磁硫鉄鉱粒が

多く，黄銅鉱と磁硫鉄鉱との分離が良好とはいえない。

③　硫化鉄精鉱では磁硫鉄鉱はほとんど単体として存

　　　　　　　在し，脈石以外の硫化鉱物

直送鉱
銅精鉱
硫化鉄精鉱

ゆ％1．Fe％

2．1～3．3

8、7～16。6

n．d．

　1　　恩　n．d．

n！d・

47．8十》51。6

S，％
　n．d．

、n．d．

25．0＾イ34．9

　　ド　Aug／毒
　　一

1．4～2．3’

5．8～15．O

n．d．

Ag9／t

17一（325）

12．6～19．1

39．0～60．7

　n．d．

．は少ない。’

（4）尾鉱中の硫化鉱物は

少なく，ほ穿選鉱の目的は

達せられている。

⑤　全体を通じて磁鉄鉱



　　ゴ

じ
輯
、

’
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．が単体としてか塗り含まれており，磁犀によ，り磁鉄鉱を

回収すれば銅精鉱および硫化精鉱の品位を上げることが

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　（6）磁鉄鉱ほ元鉱・銅精鉱に特に多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

10．結　　語

　この地域の花歯閃緑斑岩質貫入岩体と古牢層と爾接触。

部にけ多数の接触交代鉱床が知られており，その多く、は　　（4）’

磁硫鉄鉱を主成分鉱物として含み，‘その中に黄銅鉱を多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
量に含禍の繍鉱として稼行きれ・磁鉄鉱を含軸の（6）
および磁硫鉄鉱の露天化しだものは鉄鉱どして古くか今

稼行きれた。現在では赤金鉱山が銅を対象ζして稼行し

ているほかには栗木・神倉の両鉱山が小規模にそれぐれ

銅鉱・鉄鉱を採掘中である。F

　鉱床は不規則塊状またはレンズ状の鉱体をなし，規模　　（7）

は小飢・がしばしばスヵルンの一部に多数集合して産す

る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　鉱石の組成鉱物は磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱

を主とし，鉱床によつては硫砒鉄鉱・キユーバ鉱をやS　　（9）

多量に伴なうものがあり，そのほかに少量の閃亜鉛鉱・四
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
面銅鉱が含まれる。脈石鉱物としては柘榴石・透輝石一

灰鉄輝石・緑閃石質角閃石・緑簾石が普通で，少量の燐

灰石・チタナイト・長右・石英・方解石・緑泥石が伴な　　．（11）

一
わ

れる。

　磁硫鉄鉱は広く2次的変化をうけ，地表近くでは露天
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
化によつて良好な褐鉄鉱鉱石を形成し，その下部で1ま磁1

硫鉄鉱中に多数の2次硫化鉄鉱を生じ，それらは一面に　　（13）

斑1点をなして散在し，あ巻いは縄状・束状をなし㌧ある

いは鳥ノ目構造を添す。磁硫鉄鉱の帯磁率は2ん7×10－3．

で，この値の変動は磁硫鉄鉱粒奉来の帯磁率の差による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
ほか，2次硫化鉄鉱および脈石の量の多寡に支配せられ

そ“る。磁鉄鉱について測定した帯磁率は1。7～1・8×10‘

r1である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）

　赤金鉱山の現在の浮選産物にっびての検鏡結果によれ

ば，単体分離は充分行われているのでこれ以上の粉砕の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
必要はなく，浮選操作についての研究によつて実収率の

向至を計るべきであるゾ，ζの地域の鉱床中には確鉄鉱を，

や
．

、多量に含むもの酉ある（特に米里私斥）めで，、まず

磁選によつて磁鉄鉱を回収し，その後に浮選をなすべき　く17）

であろう。この地域の磁硫鉄鉱は磁性が弱いので，その

選鉱法としては磁選によるよりも従来通り浮選の方が有

勤なようである。』・
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